
  

令和３年度  事 業 報 告 
 

１．概 況 

現在、我が国では、人口が減少するとともに少子高齢化が進み、総人口（令

和３年９月）に対する６５歳以上の人口が占める割合は２９.１％となっており、

前年（２８.８％）に比べ０.３ポイント上昇し、過去最高となりました。 

こうした状況の中で、高年齢者の就労意欲は高く、内閣府が実施した「高齢

者の経済生活に関する調査（令和元年度）」によると、働いている６０歳以上

の人の９割近くが、７０歳以上まで働きたいと考えています。 

今後、労働力人口の減少が懸念される中、働く意欲のある高年齢者がその知

識や経験を活かし、活躍し続ける「生涯現役社会」を実現するには、働きたいと

願う高齢者が働き続けられる環境づくりが重要であり、その受け皿であるシルバー人

材センターに対する地域社会の期待は一層大きなものになっております。 

当センターは昭和５７年、県下７番目のセンターとして設立し、公益社団法

人へ移行して１０年が経過する現在、センターを取り巻く環境は大きく変化し

ており、公益法人としての組織運営、適正就業の推進、派遣事業の拡大、会員

数の伸び悩みなど、課題が山積しています。 

令和３年度は、令和２年度に策定した「市原市シルバー人材センター中期計

画」に基づき、会員及び職員が一丸となって「会員の拡大」や「就業機会の確

保」、「安全・適正就業の推進」などに、積極的に取り組みました。 

その結果、契約額が、公共事業や企業・事業所からの新規受注が増加したこ

となどから、請負・委任事業は、３０６,７９１千円と前年比２２,９１１千円

の増となり、当センター始まって以来初めて３億円を突破しました。また、派

遣事業についても、１６,９３７千円と前年比４,３４７千円の増となりました。 

しかしながら、会員数は５４７人と、新型コロナウイルス感染症の影響など

もあって、前年度比４人増と横ばい状況が続いています。 

その他、令和３年度は、会員の皆様が就業を通して、生きがいの充実や健康

維持、地域の活性化等に寄与するために、就業において守るべきルールやポイ

ント等を手引きとしてまとめた「就業共通マニュアル」、及び就業における事

故を未然に防止するために、守るべき安全就業のポイントやルール等をまとめ

た「安全就業基準」を会員と事務局が一体となって策定し、全会員に送付する

ことができました。 

令和３年度は、長期にわたる新型コロナウイルス感染症等の影響を受け、セ

ンター運営は大変厳しい状況にありましたが、市原市をはじめとする行政機関、

企業、事業所、そして一般の皆様からの大きな支援をいただきながら、会員の

皆様のご尽力により、センター事業の推進と地域社会への貢献につながる事業

展開が図れたものと確信しております。 

以下、具体的な事業の実施状況についてご報告いたします。 



２．事業実施状況  

（１）はつらつと共に働く仲間づくり（会員の確保・拡大） 

令和３年度は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響もあり、新規会員

の拡大は大変厳しい状況にありましたが、会員及び職員が一体となって、

様々な取組みを展開したところ、会員数は５４７人と昨年度と比べ４人増加

することができました。しかしながら、女性会員については、９７人と昨年

度と比べ３人減少しました。また、当センターの粗入会率（60歳以上人口に

対する会員数）は０.６％と千葉県全体及び近隣自治体と比べても低い状況に

あります。  

  

① 会員の拡大 

〇入会案内のチラシ等を公共施設や商業施設などに配置するとともに、職群

班は７月,１１月,２月に合計４,５００部、就業開拓専門員は、７月から 

１１月にかけて１,２００部を戸別にポスティングしました。 

〇「シルバー人材センター普及啓発月間（10月）」に、センター駐車場にお

いて会員による「刃物研ぎ」の実演と併せ、入会相談コーナーを設置し、

会員入会と受注促進を働きかけました。 

〇入会説明会において、当日入会されなかった方々に対して、アンケート及

び個別ヒアリングを行い、入会促進に取り組みました。 

〇ホームページを適宜更新し最新の情報発信に努めるとともに、「市役所総

合インフォメーション」に新たに広告を掲示し、センターのＰＲに取り組

みました。 

 

② 退会者の縮減 

 〇会員が希望する仕事に就けるよう、様々な業種の企業や事業所等に対し、

就業開拓専門員が積極的に営業活動を展開し、新規契約につなげました。 

 〇会員からの相談を随時受けられる体制を整えるとともに、「会報 シルバ

ーいちはら」に「営業だより」のページを新設し、就業に係る情報の発

信の強化を図りました。 

 〇長期未就業会員に対しては、就業開拓専門員が現状確認や就業の希望等

を伺うなどのフォローアップに努め、就業促進につなげました。 

 〇新規会員のスキルアップや後継者の育成を推進するため、講習会や研修

会を実施しました。（講習会等の内容：3－（3）就業スキル向上の推進

で記載） 

 

③ 女性会員の拡大 

 〇「女性部会」を１１月に開催し、女性会員及び就業の拡大について意見

交換するとともに、１２月には手芸講習会（クラフトバンドによるかご

バックの作成）を実施し、女性会員相互の親睦と情報交換を図りました。 

 〇千シ連による「マスメディア広告キャンペーン」を活用し、「千葉テレ

ビ（特別番組：11/6放送、ビジネススタイル：11/2放送）」及び「地域

新聞：11/5号（広がる女性活躍の場）」で女性会員の活動や就業拡大の

取組みを紹介しました。 

 



④ 仲間づくりや交流の場の創出 

〇ホームページに講習会や研修会の様子を適宜掲載するとともに「会報 シ

ルバーいちはら（９月,３月）」の内容を充実し、全会員に送付すること

で、情報の共有・見える化を図りました。 

 〇「会報 シルバーいちはら」で、センター施設を活用し、会員相互の親睦

や交流につながる同好会や研修会等の活動を呼びかけました。 

 

（２）笑顔がうれしい仕事づくり（就業機会の拡大・提供の推進） 

令和３年度は、会員、職員が一丸となって様々な営業活動に取り組み、請

負・委任業務については、受注件数は３,４５９件、契約金額は３０６,７９

１千円で前年度比２２,９１１千円の増となり、内訳は、公共事業４９,４０

６千円（１６.１％）、民間事業２５７,３８５千円（８３.９％）でした。

また、派遣事業については、受注件数は２０件、契約金額は１６,９３７千

円で前年度比４,３４７千円の増となりました。 

 

①新規就業の開拓・提供 

〇更なる就業拡大を図るため、就業開拓専門員が中心となり、市内各企業

や事務所等に積極的に営業活動を展開し、３８件の新規契約に繋げまし

た。また、ゴルフ場や駐輪場、大型スーパー等の欠員の補充について丁

寧に対応しました。 

〇ポスターやリーフレット等を公共施設や大型商業施設などに配置するとと

もに、職群班（7月,１１月,２月）及び就業開拓専門員（７月～１１月）

が戸別にポスティングを行い、新たな会員・顧客の拡大に取り組みました。 

 

② 地域貢献事業の推進 

 〇 福祉・子育て・家事支援サービスに関する就業拡大を図るため、市原

市社会福祉協議会と連携し「日常生活支援事業交流会」に参加してセン

ター事業のＰＲを行うとともに、保育施設や一般家庭等からの依頼に丁

寧に対応することで、サービス群の契約額が前年度に比べ１５６％増加

しました。 

 〇 空き家や空き地の適正な管理に関する就業拡大を図るため、除草や植

木剪定の受注と連動させ、家屋等の管理について営業することで受注拡

大に取り組みました。 

 〇 センターが地域社会の一員として存在意義や価値が高まるよう、また、

地域に親しまれ身近な場所となるよう、以下の地域貢献活動を実施しま

した。 

 ・令和３年７月１６日 

   襖班による、障子・網戸の張替え講習会 （参加者：１２名） 

   ・令和３年１０月１１日 

植木班会員による、植木の剪定ボランティア（市立五井小学校） 

   ・令和３年１０月２９日 

    植木班会員による、刃物研ぎ （依頼数：２９件８３丁） 

   ・役職員及び会員有志によるペットボトルキャップの収集及び資源ごみの

回収分別 



（３）安全・健康、生きがい感じる職場づくり 

（安全・適正就業、就業スキルの向上） 

令和３年度は、会員の安心・安全な就業環境づくりや事故を防止するため、

様々な安全講習会等の開催や安全パトロールを実施するとともに、新たに委

員会を設置し「安全就業基準」を策定しました。そのような中、事故発生件

数は１８件（前年度比５件増）と増加傾向にあり、その内訳としては、傷害

事故が７件（前年度比６件増）、賠償事故が９件（前年度比増減０件）、交

通事故が２件（前年度比１件減）でした。 

 

①安全・安心就業の徹底 

〇令和３年８月,１１月、及び令和４年２月に「安全・適正就業委員会」を

開催し、事故発生状況の共有と再発防止等について意見交換を行いました。 

〇会員が守るべき安全作業のポイントやルール等を定めた「安全・適正就業

基準（総括・作業別）」を「策定委員会」が中心となって策定し、ホーム

ページに掲載するとともに、全会員に送付し周知徹底に努めました。 

〇安全就業及び事故防止の徹底を図るため、担当役員が中心となって就業先

への特別安全パトロールを２回（１０月,２月）、安全推進委員による安

全パトロールを６回（隔月）実施しました。 

〇毎年７月に全国展開される「安全・適正就業強化月間」に、安全意識の向

上を図るため、桃太郎旗等を事務所前に掲示しました。 

〇安全用具の着用励行を推進するため、ヘルメット（２０個）、安全帯 

（５個）、防護ネット（３個）を購入しました。 

〇就業中の事故や途上における交通事故を防止するため、以下の講習会等を

実施しました。 

 ・令和３年６月２８日～３０日 

チェーンソー安全講習会（講義・実技）参加者：６名 

     ・令和３年７月６日 

第１回草刈機安全講習会（講義・実技）参加者：１３名 

    ・令和３年９月１４日   

 第２回草刈機安全講習会（千シ連主催）（講義・実技）参加者:１０名 

・令和３年１０月１日 

第１回交通安全講習会（高齢者の交通安全）参加者：１１名 

・入会説明会における安全教育、及び「シルバー保険」の説明等の実施

（毎月１回） 

 

②適正就業の徹底 

〇「請負・委任」「派遣」の適正な就業及び契約を推進するため、新規契約

については、受注時に就業内容を十分確認するとともに、既契約について

は、パトロールや営業活動を通して仕様書との適合を確認するよう努めま

した。 

 

③就業スキル向上の推進 

〇就業に関する知識や技術、マナーなど、会員のスキルアップを促進するた

め、以下の講習会や研修会を実施しました。なお、開催にあたっては、新



型コロナウイルス感染症の拡大状況を踏まえ、適宜中止としたものもあり

ました。 

【開催】 

 ・令和３年１０月１１日 

  植木剪定講習会（市立五井小学校）（講義・実技）参加者：７名 

 ・令和３年１２月７日 

  接遇力向上講習会（講義）参加者：２０名 

 ・その他、安全に係る講習会等は「安心・安全就業の徹底を参照」 

【中止】 

・令和４年２月１７日・１８日 

  襖の張替え講習会（講義・実技） 

・令和４年３月２日 

第２回交通安全講習会（高齢者の交通安全） 

  ・令和４年３月上旬 

   自動体外式除細動器（ＡＥＤ）講習会（実技） 

  ・令和４年３月下旬 

  植木剪定講習会（市立養老小学校）（講義・実技）  

〇就業にあたっての基本的な事項をまとめた「就業共通マニュアル」を「策

定委員会」が中心となって策定し、ホームページに掲載するとともに、全

会員に送付し周知徹底に努めました。 

〇植木班及び除草班を希望する新規会員を拡大し継続して頂くため、新規会

員育成の仕組み（フロー）を「班員就業マニュアル」に盛り込むなどの改

定を行い、班員全員に送付することで周知徹底に努めました。 

 

（４）取組みを推進する体制づくり（運営体制の強化・充実） 

令和３年度は、理事会、専門部会、専門委員会等での積極的な活動による

自主的運営に取り組みました。中でも「就業共通マニュアル」「安全就業基

準」の策定においては、新たに「策定委員会」を設置し、活発な意見交換に

より策定することが出来ました。また、財政運営の健全化においては、積極

的に要望活動を展開するとともに、契約事務の効率化に取り組みました。 

 

①運営組織体制の強化 

〇毎月開催する理事会をはじめ、専門部会や専門委員会での活発な活動によ

り、自主的運営に取り組みました。特に令和３年度は、新たに「安全就業

基準策定委員会」「就業共通マニュアル策定委員会」「中期計画推進委員

会」を設置し、目的の達成に向け取り組みました。 

〇令和３年７月,１１月、及び令和４年２月に「職群班世話人会議」を開催し、

情報の共有や意見交換等を行うとともに、様々な課題解決に向け、適宜部

会等を開催することで、会員の就業環境の改善に取り組みました。 

〇意識や知識の向上を図るため、全シ協が主催する「新任会長研修会」や

「新任事務局長研修会」に参加するとともに、コロナ禍においても、千シ

連が主催する各種講習会等に積極的に参加しました。 

 

 



②財政運営の健全化 

〇自主財源を確保するため、就業開拓専門員が中心となって積極的に営業活

動を展開し、契約額が昨年度比で８.1％増加しました。また、賛助会員の

継続・新規勧誘の推進にあたっては、新型コロナウイルス感染症の拡大防

止の観点から文書により支援を働きかけ、市原商工会議所をはじめ１２件

のご協力を得ることができました。 

〇国や市原市からの補助金を確保するため、市原市長はじめ副市長、保健福

祉部等へ積極的に要望活動を展開し、大変厳しい財政状況にあっても、令

和４年度は令和３年度と同額の補助金を確保することができました。 

〇納入期限までに料金が入金されていない顧客に対しては「未収金管理事務

要領」に基づき、粘り強く債権回収に取り組みました。 

〇事務の効率化を図るため、年間を通して仕事の依頼がある顧客に対しては、

月契約を年間契約に切り替えて頂くよう働きかけ、契約額が増加している

中でも、契約件数を前年度比で３８９件（１０％）減少させることができ

ました。 

 

③行政や関係団体等との連携強化 

〇全シ協や県シ連から随時情報収集が出来る関係を築くとともに、南房総地

域グループ協議会においては、様々な課題等について意見交換するなど、

センターの更なる発展に繋げました。 

〇行政や市原市社会福祉協議会と福祉や子育て、生活援助サービス分野の就

業拡大に向けて意見交換を行い、連携強化に取り組みました。 

 

（５）その他の取組み（センターの目的を達成するために必要な事業） 

①新型コロナウイルス感染症対策 

  新型コロナウイルス感染症については、「まん延防止等重点措置」の適

用要請がされるなど、依然として収束が見えない状況にあります。このた

め、最優先すべきは会員の安全と業務の継続であり、国や千葉県、市原市

の動向に注視しつつ、通達やガイドライン等に従いながら、会員への周知

徹底や講習会等の中止など、感染拡大防止に努めてまいりました。今後も

引き続き適宜・適切な感染症対策に取り組んでまいります。 

 

②市原市シルバー人材センター中期計画の推進 

  令和３年度は、中期計画で定めた「目指すセンター像」を実現するため、

４つの基本方針に基づき、会員及び事務局が一丸となって取組みました。 

  また、令和４年２月４日に「第１回市原市シルバー人材センター中期計

画推進委員会」を開催し、計画を着実に推進するための取組みを開始しま

した。今後はＰＤＣＡサイクルによる評価・改善等により計画を推進して

まいります。 


